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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１副画素と第２副画素とを含む画素と、
　前記画素に対応するように配置され、薄膜トランジスタに接続される画素電極と、
　前記画素電極の上面上または下面下のいずれか一方に絶縁膜を介して前記第１副画素お
よび前記第２副画素に対応するように、各々形成される第１共通電極および第２共通電極
とを備え、
　前記第１共通電極には、前記第１共通電極および前記第２共通電極に対する通電初期に
おいて表示領域のちらつきを最小にする最適電圧が印加され、
　前記第２共通電極には、前記第１共通電極および前記第２共通電極に対する通電後に時
間の経過とともに前記表示領域のちらつきを最小にする最適電圧がシフトする方向に予め
ずらした電圧が印加されるように構成されている、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第２共通電極には、前記表示領域のちらつきを最小にする最適電圧が通電によりシ
フトした後の電圧値と略同じ電圧値の電圧が印加されるように構成されている、請求項１
に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１共通電極および前記第２共通電極には、それぞれ、前記第１共通電極および前
記第２共通電極に対する通電の初期および通電後で前記第１副画素および前記第２副画素
のうちの一方の輝度が上昇するとともに他方の輝度が低下するような電圧が印加されるよ
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うに構成されている、請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１共通電極および前記第２共通電極には、それぞれ、前記第１共通電極および前
記第２共通電極に対する通電の初期および通電後で前記第１副画素および前記第２副画素
の平均輝度が略同じになるような電圧が印加されるように構成されている、請求項３に記
載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１共通電極および前記第２共通電極には、それぞれ、高電位と低電位とに交互に
切り替わる振幅の等しいパルス状の信号で、かつ、中心電位の異なる信号が入力されるよ
うに構成されている、請求項１～４のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１共通電極および前記第２共通電極は、平面的に見て略櫛歯状に形成されるとと
もに、前記第１共通電極の櫛歯部と前記第２共通電極の櫛歯部とが交互に入り込むように
して配置されている、請求項１～５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１共通電極の櫛歯部および前記第２共通電極の櫛歯部は、それぞれ、前記複数の
第１副画素および前記複数の第２副画素に対応するように配置されている、請求項６に記
載の液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の液晶表示装置を備える、電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、一方の基板上に絶縁膜を挟み込むようにして２
つの電極が設けられる液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、一方の基板上に絶縁膜を挟み込むようにして２つの電極が設けられる液晶表示装
置が知られている（たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記特許文献１に記載の液晶表示装置では、２つの電極の間に基板に対して略水平方向
に電界が発生し、この電界により液晶を駆動するＩＰＳ（イン・プレーン・スイッチング
）方式やＦＦＳ（フリンジ・フィールド・スイッチング）方式などの横電界方式の液晶表
示装置が開示されている。この横電界方式の液晶表示装置は、従来のＴＮ（ツイステッド
ネマティック）方式などの縦電界方式の液晶表示装置に比べ、高い表示性能を実現するこ
とが可能である。
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１８３３００号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の液晶表示装置では、従来のＴＮ（ツイステッド
ネマティック）方式などに比べ、高い表示性能を実現することが可能である一方、液晶表
示装置を連続的に駆動させると、液晶や配向膜に含まれている不純物や電荷などが液晶パ
ネル内の一部分に偏るという現象が起こる。この現象に起因して、液晶表示装置に予め設
定されているちらつき（輝度ちらつき（フリッカ））を最小にする最適電圧（ビデオ電圧
を固定した場合は、最適ＣＯＭ電圧）が変動（シフト）する。このため、液晶の配向状態
が予め設定された所定の方向に戻らない場合があり、この場合には、液晶パネルに表示さ
れた画像が残像のように残る現象（焼きつき）が発生するという不都合がある。特に、中
間調（透過率約３０％）では、液晶パネルに発生する液晶の焼きつきが認識されやすい（
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目立つ）という問題点がある。
【０００６】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、液晶表示装置の液晶パネルに発生する液晶の焼きつきが認識されるのを抑制す
ることが可能な液晶表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００７】
　この発明の第１の局面による液晶表示装置は、第１副画素と第２副画素とを含む画素と
、画素に対応するように配置され、薄膜トランジスタに接続される画素電極と、画素電極
の上面上または下面下のいずれか一方に絶縁膜を介して第１副画素および第２副画素に対
応するように、各々形成される第１共通電極および第２共通電極とを備え、第１共通電極
には、第１共通電極および第２共通電極に対する通電初期において表示領域のちらつきを
最小にする最適電圧が印加され、第２共通電極には、第１共通電極および第２共通電極に
対する通電後に時間の経過とともに表示領域のちらつきを最小にする最適電圧がシフトす
る方向に予めずらした電圧が印加されるように構成されている。
【０００８】
　この発明の第１の局面による液晶表示装置では、上記のように、第２共通電極に第１共
通電極および第２共通電極に対する通電後に表示領域のちらつきを最小にする最適電圧が
シフトする方向に予めずらした電圧を第２共通電極に印加するように構成することによっ
て、第１共通電極にシフト前の最適電圧と略同じ電圧を印加するとともに第２共通電極に
シフト前の最適電圧からシフトする方向にずらした電圧を印加すれば、最適電圧が印加さ
れた場合の輝度は、最適電圧からずれた電圧が印加された場合の輝度よりも低くなること
から、第１共通電極に対応する第１副画素では、通電初期（最適電圧シフト前）よりも通
電後（最適電圧シフト後）の方が輝度が高くなる（明るくなる）。その一方、第２共通電
極では、通電初期（最適電圧シフト前）には、シフト前の最適電圧からずれた印加電圧で
駆動され、通電後（最適電圧シフト後）には印加電圧がシフト後の最適電圧に近くなるの
で、通電初期よりも通電後の方が輝度が低くなる（暗くなる）。これにより、通電初期に
おける第１副画素および第２副画素の平均輝度と通電後における第１副画素および第２副
画素の平均輝度とを近づけることができるので、最適電圧のシフトに対する中間調での平
均輝度の差（変化量）を小さくすることができる。その結果、液晶パネルに発生する液晶
の焼きつきが目立つのを抑制することができる。
【０００９】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、第２共通電極には、表示領
域のちらつきを最小にする最適電圧が通電によりシフトした後の電圧値と略同じ電圧値の
電圧が印加されるように構成されている。このように構成すれば、通電初期の、第１共通
電極の輝度と通電後の第２共通電極の輝度とを略同じにすることができるとともに、通電
初期の第２共通電極の輝度と通電後の第１共通電極の輝度とを略同じにすることができる
。これにより、通電初期の第１共通電極および第２共通電極に対応する第１副画素および
第２副画素の平均輝度と、通電後の第１共通電極および第２共通電極に対応する第１副画
素および第２副画素の平均輝度とを略同じにすることができる。その結果、第１共通電極
および第２共通電極にそれぞれ対応する第１副画素および第２副画素の通電初期および通
電後における平均輝度の差（変化量）を実質的になくすことができるので、液晶パネルに
発生する液晶の焼きつきが目立つのをより抑制することができる。
【００１０】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、第１共通電極および第２共
通電極には、それぞれ、第１共通電極および第２共通電極に対する通電の初期および通電
後で第１副画素および第２副画素のうちの一方の輝度が上昇するとともに他方の輝度が低
下するような電圧が印加されるように構成されている。このように構成すれば、第１共通
電極および第２共通電極にそれぞれ対応する第１副画素および第２副画素の通電初期およ
び通電後における平均輝度の差（変化量）を小さくすることができるので、液晶パネルに
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発生する液晶の焼きつきが目立つのをさらに抑制することができる。
【００１１】
　この場合、好ましくは、第１共通電極および第２共通電極には、それぞれ、第１共通電
極および第２共通電極に対する通電の初期および通電後で第１副画素および第２副画素の
平均輝度が略同じになるような電圧が印加されるように構成されている。このように構成
すれば、第１共通電極および第２共通電極にそれぞれ対応する第１副画素および第２副画
素の通電初期および通電後における平均輝度の差（変化量）を実質的になくすことができ
るので、液晶パネルに発生する液晶の焼きつきが目立つのをより抑制することができる。
【００１２】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、第１共通電極および第２共
通電極には、それぞれ、高電位と低電位とに交互に切り替わる振幅の等しいパルス状の信
号で、かつ、中心電位の異なる信号が入力されるように構成されている。このように構成
すれば、容易に、第１共通電極および第２共通電極にそれぞれ異なる電圧を印加すること
ができる。
【００１３】
　上記第１の局面による液晶表示装置において、好ましくは、第１共通電極および第２共
通電極は、平面的に見て略櫛歯状に形成されるとともに、第１共通電極の櫛歯部と第２共
通電極の櫛歯部とが交互に入り込むようにして配置されている。このように構成すれば、
１つの画素内に第１共通電極および第２共通電極を容易に配置することができる。
【００１４】
　この場合、好ましくは、第１共通電極の櫛歯部および第２共通電極の櫛歯部は、それぞ
れ、複数の第１副画素および複数の第２副画素に対応するように配置されている。このよ
うに構成すれば、１つの第１共通電極の櫛歯部および１つの第２共通電極の櫛歯部で複数
の第１副画素および複数の第２副画素に対応することができる。
【００１５】
　この発明の第２の局面による電子機器は、請求項１～７のいずれか１項に記載の表示装
置を備える。このように構成すれば、液晶パネルに発生する液晶の焼きつきが目立つのを
抑制することが可能な電子機器を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１７】
　図１は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の全体構成を示す等価回路図である。
図２～図１１は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の詳細な構成を説明するための
図である。まず、図１～図１１を参照して、本発明の一実施形態による液晶表示装置１０
０の構成について説明する。なお、本実施形態では、横電界方式の一例であるＦＦＳ（フ
リンジ・フィールド・スイッチング）方式の液晶表示装置に本発明を適用した場合につい
て説明する。
【００１８】
　本発明の一実施形態による液晶表示装置１００は、図１に示すように、表示領域１と、
制御ＩＣ２と、制御ＩＣ２に接続される第１ＣＯＭ電極３と、制御ＩＣ２に接続される第
２ＣＯＭ電極４と、パネル内駆動回路５と、パネル内駆動回路６とを備えている。表示領
域１には、複数の画素１１がマトリックス状に配置されている。また、パネル内駆動回路
５には信号線５ａが接続され、パネル内駆動回路６には走査線６ａが接続されている。
【００１９】
　ここで、本実施形態では、各々の画素１１は、サブ画素Ａと、サブ画素Ｂとから構成さ
れている。また、各々の画素１１は、図２に示すように、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１
１３を含んでいる。なお、サブ画素Ａは、本発明の「第１副画素」の一例であり、サブ画
素Ｂは、本発明の「第２副画素」の一例である。また、サブ画素Ａは、ＩＴＯ（酸化イン
ジウムスズ）などの透明電極からなる第１ＣＯＭ電極３と、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ
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）などの透明電極からなる画素電極１１ａと、液晶１１ｂと、補助容量１１ｃとから構成
されている。なお、第１ＣＯＭ電極３は、本発明の「第１共通電極」の一例である。また
、画素電極１１ａは、画素１１に対応するように配置され、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
１１３に接続されている。また、補助容量１１ｃの一方電極は、第１ＣＯＭ電極３に接続
されている。また、サブ画素Ｂは、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）などの透明電極からな
る第２ＣＯＭ電極４と、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）などの透明電極からなる画素電極
１１ａと、液晶１１ｂと、補助容量１１ｄとから構成されている。なお、第２ＣＯＭ電極
４は、本発明の「第２共通電極」の一例である。この補助容量１１ｄの一方電極は、第２
ＣＯＭ電極４に接続されている。
【００２０】
　また、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１１３は、ゲート電極１１３ａと、ソース電極１１
３ｂと、ドレイン電極１１３ｃとを含んでいる。また、ゲート電極１１３ａは、走査線６
ａに接続されている。また、ソース電極１１３ｂは、サブ画素Ａの画素電極１１ａ、補助
容量１１ｃの他方電極、サブ画素Ｂの画素電極１１ａおよび補助容量１１ｄの他方電極に
接続されている。また、ドレイン電極１１３ｃは、信号線５ａに接続されている。
【００２１】
　また、本実施形態による液晶表示装置１００の詳細な断面構造としては、図３に示すよ
うに、基板８の下面下には、偏光板７が配置されている。この偏光板７は、バックライト
（図示せず）の光を直線偏光する機能を有する。また、基板８の上面上（ゲート絶縁膜１
０の下面下）には、ポリシリコンからなる能動層９が形成されている。そして、能動層９
には、能動層９のチャネル領域９ａを挟むように所定の間隔を隔てて、ソース領域９ｂお
よびドレイン領域９ｃが形成されている。また、能動層９のチャネル領域９ａ上には、Ｓ
ｉＯ２からなるゲート絶縁膜１０が形成されている。また、ゲート絶縁膜１０上には、Ｍ
ｏ層からなるゲート電極１１３ａが形成されている。また、チャネル領域９ａと、ソース
領域９ｂと、ドレイン領域９ｃと、ゲート絶縁膜１０と、ゲート電極１１３ａとによって
、上述した薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１１３が形成されている。
【００２２】
　また、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１１３の表面を覆うように、ＳｉＯ２からなる層間
絶縁膜１２が形成されているとともに、層間絶縁膜１２には、コンタクトホール１２ａお
よび１２ｂが形成されている。また、層間絶縁膜１２のコンタクトホール１２ａを介して
ソース領域９ｂに電気的に接続するようにソース電極１１３ｂが形成されている。また、
コンタクトホール１２ｂを介してドレイン領域９ｃに接続するようにドレイン電極１１３
ｃが形成されている。このソース電極１１３ｂおよびドレイン電極１１３ｃは、たとえば
アルミニウム（Ａｌ）などからなる。
【００２３】
　また、層間絶縁膜１２の上面上には、ＣＶＤ法または塗布法により有機平坦化膜１５が
形成されている。この有機平坦化膜１５は、アクリル系の樹脂からなる。この有機平坦化
膜１５には、コンタクトホール１５ａが形成されている。この有機平坦化膜１５の上面上
には、上述した画素電極１１ａが形成されている。また、画素電極１１ａの上面上には、
ＳｉＯ２やＳｉＮｘなどからなる無機絶縁膜１６が形成されている。なお、無機絶縁膜１
６は、本発明の「絶縁膜」の一例である。また、無機絶縁膜１６の上面上には、サブ画素
Ａおよびサブ画素Ｂに対応するように、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４が各々
形成されている。また、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４上には、液晶１１ｂが
配置されている。液晶１１ｂの表面には、ガラス基板などからなる対向基板２１が配置さ
れている。対向基板２１の液晶１１ｂ側の上面上には、カラーフィルタ２２が形成されて
いる。また、基板２１の液晶１１ｂとは反対側の上面上には、入射された光を偏光するた
めの偏光板２３が配置されている。
【００２４】
　また、液晶表示装置１００は、ＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ－Ｆｉｅｌｄ－Ｓｗｉｔｃｈｉｎ
ｇ）方式である。すなわち、図３に示すように、基板８上に画素電極１１ａおよび第１Ｃ
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ＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４が配置されるとともに、基板８の表面と平行に配向さ
れた液晶１１ｂの分子は、基板８の表面にほぼ平行な電界が印加された際に、基板８とほ
ぼ平行な面内（水平面内）で回転するように構成されている。なお、上記のように、画素
電極１１ａ、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４を一方の基板８に配置することに
より、液晶１１ｂに対して基板８の表面にほぼ平行な方向に電界を印加するような構成を
横方向電界モードという。
【００２５】
　また、本実施形態では、図４および図５に示すように、第１ＣＯＭ電極３および第２Ｃ
ＯＭ電極４は、それぞれ、平面的に見て略櫛歯状に形成されている。この第１ＣＯＭ電極
３および第２ＣＯＭ電極４は、それぞれ、複数の電極部３１および複数の電極部４１を有
している。なお、電極部３１および電極部４１は、それぞれ、本発明の「第１共通電極の
櫛歯部」および「第２共通電極の櫛歯部」の一例である。また、第１ＣＯＭ電極３の電極
部３１および第２ＣＯＭ電極４の電極部４１は、交互に入り込むようにして配置されてい
る。この第１ＣＯＭ電極３の電極部３１および第２ＣＯＭ電極４の電極部４１は、それぞ
れ、複数のサブ画素Ａおよび複数のサブ画素Ｂに対応するように配置されている。
【００２６】
　また、図６および図７に示すように、第１ＣＯＭ電極３の表面には、長穴形状の複数の
スリット３２が形成されている。また、第２ＣＯＭ電極４の表面には、長穴形状の複数の
スリット４２が形成されている。また、複数のスリット３２および複数のスリット４２は
、それぞれ、電極部３１および電極部４１の長手方向（矢印Ｘ方向）に対して所定の角度
傾斜した状態で形成されている。また、図６に示すように、画素電極１１ａは、各画素１
１において、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４の下面下に配置されている。この
画素電極１１ａは、サブ画素Ａおよびサブ画素Ｂで共有されるように構成されている。
【００２７】
　また、図１０に示すように、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４には、制御ＩＣ
２（図１参照）から、それぞれ、高電位側と低電位側とに交互に切り替わる振幅の等しい
パルス状の信号で、かつ、中心電位の異なる信号が入力されるように構成されている。ま
た、本実施形態では、第１ＣＯＭ電極３には、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４
に対する通電の初期に表示領域１のちらつきを最小にするＣＯＭ電圧（第１ＣＯＭ電極３
に印加されるＣＯＭ電圧の中心電圧のことを言う）が、最適ＣＯＭ電圧として印加される
ように構成されている。また、第２ＣＯＭ電極４には、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯ
Ｍ電極４に対する通電後に時間の経過とともに最適ＣＯＭ電圧がシフトする電圧値の方向
（正側または負側）に最適ＣＯＭ電圧に対して予めずらした電圧が印加されるように構成
されている。具体的には、第１ＣＯＭ電極３には、通電の初期において、表示領域１のち
らつきを最小にする電圧である最適ＣＯＭ電圧と略同じ電圧としてのＶｃｏｍが印加され
、第２ＣＯＭ電極４には、最適ＣＯＭ電圧の通電後にシフトする電圧値と略同じ電圧値の
電圧が印加されるように構成されている。たとえば、Ｖｃｏｍよりも１００ｍＶ分高い電
圧にシフトする場合は、Ｖｃｏｍ＋１００ｍＶが入力されるように構成されている。なお
、最適ＣＯＭ電圧は、本発明の「最適電圧」の一例である。
【００２８】
　図８は、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に対する通電初期の状態を示す図で
あり、図９は、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に対する通電後（２４時間以降
）の状態を示す図である。本実施形態では、図８および図９に示すように、第１ＣＯＭ電
極３および第２ＣＯＭ電極４には、それぞれ、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４
に対する通電の前後で、サブ画素Ａおよびサブ画素Ｂの一方の輝度が上昇する（明るくな
る）とともに他方の輝度が低下する（暗くなる）ような電圧が印加されるように構成され
ている。具体的には、図８に示すように、通電初期では、第１ＣＯＭ電極３および第２Ｃ
ＯＭ電極４には、それぞれ、サブ画素Ａの輝度が低下する（暗くなる）とともにサブ画素
Ｂの輝度が上昇する（明るくなる）ような電圧が印加されるように構成されている。また
、図９に示すように、通電後（２４時間以降）では、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ



(7) JP 5082960 B2 2012.11.28

10

20

30

40

50

電極４には、それぞれ、サブ画素Ａの輝度が上昇する（明るくなる）とともにサブ画素Ｂ
の輝度が低下する（暗くなる）ような電圧が印加されるように構成されている。
【００２９】
　また、本実施形態では、図１０に示すように、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極
４には、それぞれ、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に対する通電初期および通
電後で、サブ画素Ａおよびサブ画素Ｂの平均輝度が略同じになるような、予めずらした電
圧（１００ｍＶ）が印加されるように構成されている。また、画素電極１１ａには、ビデ
オ電圧信号として、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に印加される電圧波形の反
転波形の電圧が入力されるように構成されている。
【００３０】
　また、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に電圧が印加された初期の状態（通電
初期の状態）では、図１０に示すように、サブ画素Ａの第１ＣＯＭ電極３には、Ｖｃｏｍ
が印加されている。また、サブ画素Ｂの第２ＣＯＭ電極４には、Ｖｃｏｍ＋１００ｍＶが
印加されている。これにより、通電初期では、第２ＣＯＭ電極４に印加する電圧が第１Ｃ
ＯＭ電極３に印加される最適ＣＯＭ電圧よりも１００ｍＶ高い分、サブ画素Ａの輝度は、
サブ画素Ｂの輝度よりも低くなる（暗くなる（図８参照））ように設定されている。具体
的には、図１１に示すように、第１ＣＯＭ電極３には、最適ＣＯＭ電圧としてのＶｃｏｍ
が印加され、第２ＣＯＭ電極４には、Ｖｃｏｍ＋１００ｍＶが印加されているため、中間
調においては、最適ＣＯＭ電圧で駆動した場合のサブ画素Ａは、最適ＣＯＭ電圧からずら
した電圧により駆動した場合のサブ画素Ｂよりも透過率が低いため輝度が低くなる（暗く
なる（図８参照））。
【００３１】
　また、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に電圧が印加された後の状態（通電後
の状態）では、液晶や配向膜に含まれている不純物や電荷などが液晶パネル内の一部分に
偏るという現象に起因して、図１０に示すように、最適ＣＯＭ電圧は１００ｍＶシフトさ
れて、Ｖｃｏｍ＋１００ｍＶとなる（ビデオ電圧を固定した場合）。ここで、サブ画素Ａ
の第１ＣＯＭ電極３には、通電初期の状態と同じＶｃｏｍが印加されている。また、サブ
画素Ｂの第２ＣＯＭ電極４には、通電初期の状態と同じＶｃｏｍ＋１００ｍＶが印加され
ている。また、最適ＣＯＭ電圧が通電初期と比べて１００ｍＶシフトされたことにより、
通電後のサブ画素Ａの輝度は、サブ画素Ｂの輝度よりも高くなる（明るくなる（図９参照
））。具体的には、図１１に示すように、第１ＣＯＭ電極３にＶｃｏｍが印加されている
ことから、サブ画素Ａは通電後（シフト後）の最適ＣＯＭ電圧（Ｖｃｏｍ＋１００ｍＶ）
からずらして駆動した状態になり、第２ＣＯＭ電極４にＶｃｏｍ＋１００ｍＶが印加され
ていることから、サブ画素Ｂは最適ＣＯＭ電圧（Ｖｃｏｍ＋１００ｍＶ）で駆動した状態
になる。これにより、中間調においては、サブ画素Ａは、サブ画素Ｂよりも透過率が高い
ため輝度が高くなる（明るくなる（図９参照））。上記のように構成することにより、第
１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に対する通電の前後で、サブ画素Ａおよびサブ画
素Ｂの平均輝度が略同じになる。
【００３２】
　図１２および図１３は、それぞれ、本発明の一実施形態による液晶表示装置を用いた電
子機器の一例および他の例を説明するための図である。次に、図１２および図１３を参照
して、本発明の一実施形態による液晶表示装置１００を用いた電子機器について説明する
。
【００３３】
　本発明の一実施形態による液晶表示装置１００は、図１２および図１３に示すように、
携帯電話５０およびＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）６０などに用いること
が可能である。図１２の携帯電話５０においては、表示画面５０ａに本発明の一実施形態
による液晶表示装置１００が用いられる。また、図１３のＰＣ６０においては、キーボー
ド６０ａなどの入力部および表示画面６０ｂなどに用いることが可能である。
【００３４】
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　本実施形態では、上記のように、第１ＣＯＭ電極３にシフト前の最適ＣＯＭ電圧と略同
じ電圧を印加するとともに第２ＣＯＭ電極にシフト前の最適ＣＯＭ電圧からシフトする方
向にずらした電圧を印加することによって、最適ＣＯＭ電圧が印加された場合の輝度は、
最適ＣＯＭ電圧からずれた電圧が印加された場合の輝度よりも低くなることから、第１Ｃ
ＯＭ電極３に対応するサブ画素Ａでは、通電初期（最適ＣＯＭ電圧シフト前）よりも通電
後（最適ＣＯＭ電圧シフト後）の方が輝度が高くなる（明るくなる）。その一方、第２Ｃ
ＯＭ電極４では、通電初期（最適ＣＯＭ電圧シフト前）には、シフト前の最適ＣＯＭ電圧
からずれた印加電圧で駆動され、通電後（最適ＣＯＭ電圧シフト後）には印加電圧がシフ
ト後の最適ＣＯＭ電圧に近くなるので、通電初期よりも通電後の方が輝度が低くなる（暗
くなる）。これにより、通電初期におけるサブ画素Ａおよびサブ画素Ｂの平均輝度と通電
後におけるサブ画素Ａおよびサブ画素Ｂの平均輝度とを近づけることができるので、最適
ＣＯＭ電圧のシフトに対する中間調での平均輝度の差（変化量）を小さくすることができ
る。その結果、液晶パネルに発生する液晶１１ｂの焼きつきが目立つのを抑制することが
できる。
【００３５】
　また、本実施形態では、上記のように、第２ＣＯＭ電極４に、表示領域１のちらつきを
最小にする最適ＣＯＭ電圧が通電によりシフトした後の電圧値と略同じ電圧値の電圧を印
加することによって、通電初期の第１ＣＯＭ電極３の輝度と通電後の第２ＣＯＭ電極４の
輝度とを略同じにすることができるとともに、通電初期の第２ＣＯＭ電極４の輝度と通電
後の第１ＣＯＭ電極３の輝度とを略同じにすることができる。これにより、通電初期の第
１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に対応するサブ画素Ａおよびサブ画素Ｂの平均輝
度と、通電後の第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に対応するサブ画素Ａおよびサ
ブ画素Ｂの平均輝度とを略同じにすることができる。その結果、第１ＣＯＭ電極３および
第２ＣＯＭ電極４にそれぞれ対応するサブ画素Ａおよびサブ画素Ｂの通電初期および通電
後における平均輝度の差（変化量）を実質的になくすことができるので、液晶パネルに発
生する液晶１１ｂの焼きつきが目立つのをより抑制することができる。
【００３６】
　また、本実施形態では、上記のように、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に、
それぞれ、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に対する通電の初期および通電後で
サブ画素Ａおよびサブ画素Ｂのうちの一方の輝度が上昇するとともに他方の輝度が低下す
るような電圧を印加することによって、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４にそれ
ぞれ対応するサブ画素Ａおよびサブ画素Ｂの通電初期および通電後における平均輝度の差
（変化量）を小さくすることができるので、液晶パネルに発生する液晶１１ｂの焼きつき
が目立つのをさらに抑制することができる。
【００３７】
　また、本実施形態では、上記のように、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に、
それぞれ、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に対する通電の初期および通電後で
サブ画素Ａおよびサブ画素Ｂの平均輝度が略同じになるような電圧を印加することによっ
て、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４にそれぞれ対応するサブ画素Ａおよびサブ
画素Ｂの通電初期および通電後における平均輝度の差（変化量）を実質的になくすことが
できるので、液晶パネルに発生する液晶１１ｂの焼きつきが目立つのをより抑制すること
ができる。
【００３８】
　また、本実施形態では、上記のように、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４に、
それぞれ、高電位と低電位とに交互に切り替わる振幅の等しいパルス状の信号で、かつ、
中心電位の異なる信号を入力するように構成することによって、容易に、第１ＣＯＭ電極
３および第２ＣＯＭ電極４にそれぞれ異なる電圧を印加することができる。
【００３９】
　また、本実施形態では、上記のように、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４を、
平面的に見て略櫛歯状に形成するとともに、第１ＣＯＭ電極３の電極部３１と第２ＣＯＭ
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電極４の電極部４１とを交互に入り込むようにして配置することによって、１つの画素１
１内に第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４を容易に配置することができる。
【００４０】
　また、本実施形態では、上記のように、第１ＣＯＭ電極３の電極部３１および第２ＣＯ
Ｍ電極４の電極部４１を、それぞれ、複数のサブ画素Ａおよび複数のサブ画素Ｂに対応す
るように配置することによって、１つの第１ＣＯＭ電極３の電極部３１および１つの第２
ＣＯＭ電極４の電極部４１で複数のサブ画素Ａおよび複数のサブ画素Ｂに対応することが
できる。
【００４１】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００４２】
　たとえば、上記実施形態では、横電界方式の液晶表示装置の一例としてＦＦＳ（フリン
ジ・フィールド・スイッチング）方式を本発明に適用した場合について説明したが、本発
明はこれに限らず、たとえば、ＩＰＳ（イン・プレーン・スイッチング）方式などのＦＦ
Ｓ方式以外の横電界方式を適用してもよい。
【００４３】
　また、上記実施形態では、本発明の一例として、画素電極の上面上に共通電極を形成す
る例を示したが、本発明はこれに限らず、画素電極の下面下に共通電極を形成してもよい
。この場合、共通電極（第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４）の上面上に形成され
た画素電極１１ａの表面には、長穴形状の複数のスリットが形成される。また、複数のス
リットは、それぞれ、第１ＣＯＭ電極３および第２ＣＯＭ電極４の長手方向に対して所定
の角度傾斜した状態で形成してもよい。また、画素電極１１ａは、各画素１１の上面に配
置され、この画素電極１１ａは、サブ画素Ａおよびサブ画素Ｂで共有されるように構成さ
れる。
【００４４】
　また、上記実施形態では、本発明の一例として、第１ＣＯＭ電極にＶｃｏｍを印加し、
第２ＣＯＭ電極にＶｃｏｍ＋１００ｍＶを印加する例を示したが、本発明はこれに限らず
、第１ＣＯＭ電極にＶｃｏｍ＋１００ｍＶを印加し、第２ＣＯＭ電極に最適Ｖｃｏｍを印
加してもよい。
【００４５】
　また、上記実施形態では、本発明の一例として、第１ＣＯＭ電極および第２ＣＯＭ電極
に対する通電初期および通電後で、最適ＣＯＭ電圧が１００ｍＶシフトするので、通電初
期の第２ＣＯＭ電極に印加する電圧を最適ＣＯＭ電圧に対して１００ｍＶずらしたが、本
発明はこれに限らず、最適ＣＯＭ電圧のシフト量が１００ｍＶ以外の場合には、そのシフ
ト量分だけ最適ＣＯＭ電圧に対してずらした電圧にすればよい。なお、最適ＣＯＭ電圧の
シフトする方向にずらした電圧であれば、必ずしもシフト量と同じ電圧でなくてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置の全体構成を示す等価回路図である。
【図２】本発明の一実施形態による液晶表示装置の詳細を示す等価回路図である。
【図３】図５の２００－２００線に沿った断面図である。
【図４】本発明の一実施形態による液晶表示装置の第１ＣＯＭ電極および第２ＣＯＭ電極
を示す斜視図である。
【図５】本発明の一実施形態による液晶表示装置の第１ＣＯＭ電極および第２ＣＯＭ電極
を示す平面図である。
【図６】本発明の一実施形態による液晶表示装置のサブ画素Ａおよびサブ画素Ｂを示す斜
視図である。
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【図７】本発明の一実施形態による液晶表示装置のサブ画素Ａおよびサブ画素Ｂを示す平
面図である。
【図８】本発明の一実施形態による液晶表示装置のサブ画素Ａおよびサブ画素Ｂに対する
通電初期を示す平面図である。
【図９】本発明の一実施形態による液晶表示装置のサブ画素Ａおよびサブ画素Ｂに対する
通電後を示す平面図である。
【図１０】本発明の一実施形態による液晶表示装置の第１ＣＯＭ電極、第２ＣＯＭ電極お
よび画素電極に印加される電圧を示す波形図である。
【図１１】本発明の一実施形態による液晶表示装置のＣＯＭ電極に印加される電圧（Ｖ）
と、画素の透過率（Ｔ）との関係を示すＶ－Ｔ線図である。
【図１２】本発明の一実施形態による液晶表示装置を備える携帯電話を示す斜視図である
。
【図１３】本発明の一実施形態による液晶表示装置を備えるＰＣを示す斜視図である。
【符号の説明】
【００４７】
　３　　　第１ＣＯＭ電極（第１共通電極）
　４　　　第２ＣＯＭ電極（第２共通電極）
　１１　　画素
　１１ａ　画素電極
　１６　　無機絶縁膜（絶縁膜）
　３１　　電極部（櫛歯部）
　４１　　電極部（櫛歯部）
　５０　　携帯電話（電子機器）
　６０　　ＰＣ（電子機器）
　１００　液晶表示装置
　１１３　薄膜トランジスタ
　Ａ　　　サブ画素（第１副画素）
　Ｂ　　　サブ画素（第２副画素）
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